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筆者は先に昭和25年度現職教員認定講習会出席者の協力を得丸山形牒の庄内地方(飽海郡，酒田市，
東田川郡，鶴岡市，西田川郡を含む旧荘内藩の領地)の植物方言約1千項目を集録して出版したが，今
夏も同様にして最上地方(最上郡と新庄市を合む区域)と北村山郡の方言を調査するととが出来たので，
更に調査区域を拡げて山形牒全体の植物方言をまとめる計画をたてた.然し，山形臓の植物方言の語源
や分布を知る需にl念日本全国にわたって調査したいと完全なものにならない.とれは中ぇ図書住友仕事で
あるがp 熱心な協力者によづて，ぽつぽつ他府鯨の方言も集ってきたので，此等を参考にして山形!臨の
植物方言の性格を明かにしたいと思う. との方面に関心を持たれる諸賢の御協力を切に希望する.
(1) オーバコ (Pl，αIltagoasiatic:/' L.)の方言
山形鯨にはオ{パコの方言として四つの系統が見出される.第一は蛙に関係したもので， ビツキ(!睦
の方言)グサとかピツキノハと云うのが標準で，更に ~ftってビツキングサとかベツキングサとも云う a
との系統は日本金固に鹿く知られ，蛙の方言によってガイロツパとかカエロツパとか色kに変化するの
でるる.との系統の方言は，車内地方では殆んど聞かれたいが，内陸方面 (最上 ・村山・置賜の3地方
で，全然海に画していない地域)では圧倒的に流通している.そして子供の遊戯として，衰弱した蛙に
オ{パコの葉をかぶせ，ヨえの様注文句を唱えてからその葉を取去ると，蛙は元気になると信じられてい
る.ζれと同様の遊びは静岡勝Kもあるが，その文句は全く遣っている.北村山郡南部の東郷・高崎・
山口・大高根等の諸村で/1昌えられる文句は， 山口中学校教官紳尾正男氏問調査に よると
[びつ~(蛙)もさ，びつきもさ，何時ず(死)んだ.
よぺな(昨夜)の，もづくて(餅食って)，今朝ず(死)んだ.
えしや(医者)殴来たはげ(来たから)， 戸をあげろ.
がらり，どんj
であるが，亀井田村あたりでは多少文句が遠い，次年子小学校数官斎藤常夫氏の調査によれば，
[びつき殿，びつを殿，何時死んだ・
ゆぺなの，かす(粕)くて，今朝9Eんだ.
医者捜来たはげ，戸をあけろ.
きやらどん，きやらどん，おぎきのき]
* Contl'Ibutions fl'om the Laboruto? of Applied .?otany， I<'aculty of Agl'icuHure， YalUagatn Univel'sity. 
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と唱えると云うととでるる.
第二の系統は子供の遊戯からきたもので，.::tーパコの花茎を 2本互に折曲げて組合せたものを引張り
合い，切れた方が負になる遊び方で，スモトリグサとかカギヒツパリ又はヒパリゴ等の方言が量うる.と
の系統も臼本全固に贋く分布し，しかも同じ方言でオーパコ以外の数種の植物が呼ばれているととがる
る.主主:t-との系統のもので南置賜にズイコムイコの方言があるが，とれは幅島腕や新潟!探のズコパコと
共によく正に引張り合う感じを出している.
第三の系統は葉の外形に由来するもので、，マルコ又はマリコと云う方言で，荘内地方では極めて普靖
であるが，内陸方面では全然見当らや，却て秋田J擦に多数の同系語(てルバグサ，マルノ勺マルコツパ
等)がある.
第四の系統は荘内地方に最も普通に通用するツンベで，時に靴ってチンベともなるが，その語源は不
明である.ツンベは新・潟!際の海岸沿いの岩船'郡にはあるが，秋田燃には全く無い方言で，その分布と語
椋は注目すべきものである.
筆者の手許にある資料を整理すると， 山形鯨のオーパゴの方言の分布は次の通りである.(括孤の外は
都市名，括孤内は村名*印は極めて稀伝例で一般には通用しないものを示す)
カエルグサ飽海(北俣)，西村山(寒河江) ビッキノハ酒田，西国JlI(加茂，山戸，温海，
カギ包ッパリ鶴岡特 幅栄，念球ケ関)
ゲロッパ飽海(一係)，酒田 ビッキパ飽海(回荒瀬)
スイコムイコ 南置賜(玉庭) ビッキングサ 最上 (員室川，萩野，西小国，
ス毛トリグサ飽海 (日向，北俣，田沢，松嶺， 舟形，角JlI)，新庄，北村山(小田島，摘岡，大倉，
内郷，北苧回)， y問問， 東田)[(狩川)， ，鶴岡，西国 山町玉野，葉山，宮沢)
川(西部)，北村山(縄問，東根，長瀞，小閏島， ピックングサ 最上(東小国)
山口，宮沢，横山)，西村山(谷士也)，南置賜(玉庭)
ツンベ叉はチンベ飽海(吹滞，稲川，日向，
荷i瀬，蔵岡，観音寺，遊佐，西遊佐，南遊佐)，酒
田，東田川(余目， 東栄，斎， 黒)[[)，鶴岡，西国
J 1 (東郷，田川，上手~['，柄栄，念珠ケ関)
、ビッキグサ飽tPT(直j湘，西遊佐，二It-f英，東平
田)，沼田，東日JI[ (狩)[[，藤島，立谷沢)， 鶴岡，
西田JII(加茂，温海，念J5!;ケ関)，最上(八向，大
競)，新庄，北村山(玉野，尾花沢，亀井岡，大久
保，大富， 高崎，富本，長瀞，山口，大石田，東
郷，横山，小田島，戸沢，大高根，楯岡，東根，
宮沢，常盤)，西村山(谷地，大谷)，南村山(上山)，
南置賜(玉庭)，米沢.
包パリゴ飽海(松嶺)符
ベッキグザ最上(及位)， 西村山(醍醐，白岩，
高松，本郷)，南村由 ，(上ノ山)，山形
ベッキングサ 最上 (大破)，西村1 (柴橋J，南
村山(堀田，瀧山)
マルコ又はマリコ 飽海 (日向，大沢，観音寺，
西荒瀬j本楯，東平田，ニ!七卒回P 中平田，南平岡，
松嶺，上部)，酒田，東回JlI(余目，新咽，蹟野，
大和，八栄塁s長沼，押切， 横山， (，度前，藤島，
贋瀬， 斎，黒川，山添，本郷1， 鶴岡，西国)[1 (西郷，
大山，大泉，湯田川，閏JI，上架[;1，東置賜(和国)-
マJliパ西国)[1 (袖滞，湯田川，温海)
参考までに山形牒以外の府鯨のオーバ 2 の方言を女医附記する.(!賠名の次の括孤内は郡又は市の名).
アンパコ長野(佐久) エンバク静岡(小笠)
ウジノ乙タイ 静岡(庵原) オーバタは叉オーボタ 静岡(力日茂)
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オコ ンパ静岡(磐田)
オス号ーザン静岡(静岡)、
オパコ 静岡(沼津，駿東，志太， 磐田，浜名)
オンパク静岡(賀茂，同方， 庵原，静岡， 安
倍，志太)
オンパコ 新潟(刈羽)，埼玉 (秩父)，静岡 (田
方，駿東，富士，庵原，清水)，熊本 (人吉)
ガイロッバ 岩手(下閉伊)，静岡 (駿東， 庵原，
周智， 磐田，浜松)，長野(北佐久)
カエロッパ静岡(賀茂，駿東， 富士，庵原p
清水， 静岡，安倍， 志太，榛原，小笠，周智，磐
田， 浜松.浜名，ヲl佐)
ガエルッパ 青森(津軽)，幅島(安積，田村)
キリコ叉はキリンコ 青森(東津軽)，
ゲーロッパ静岡(浜名)，長野(北佐久)
ゲーJL.ッパ新潟 (刈:5?3，中蒲原，西蒲原)
ジッキリンボ 長野(北佐久)
ジッツリコンパ 長野 (北佐久)
ジ卜ネコ青森(津軽)
ズコパコ幅島(河沼)，新潟(新潟)
ス毛ー 卜リグサ 静岡 (静岡)，岡山(御津)
チドメグサ長野(北佐久)
チョクコ秋田
チョチョ レコ 秋田 (河辺)
チョチョパ秋田(南秋岡)
チョチョリパ秋田(仙北)
チョポリコ 秋同
チョリパ秋田(山本，南秋田)
チョリチョリパ秋田
ツンベ 新潟(場舶)
テリコパコ 秋田 (鹿角)
卜リコパコ又は トリコパッコ 秋田(南秋田)
ナリキ、yパ 青森(上北)
ナリゴッパ 青森 (上北)
エジ秋田(南秋田)
，/、タオリグサ 静岡山安東)
f ビッキグサ 秋田(南秋田)，宮峨(刈羽)
ビッキノハ秋田(河辺，由利)，岩手 (江刺)
フースイ ッパ千葉 (安房)
ホーパコ又はホーパ、y コ I静岡 (賀茂， 回方，
駿東，富士， 麿原，志太)
マグリ ッパ秋岡(仙北)
マJL.キ秋田 (平鹿，雄勝，田代)
マルギパ 青森 (上こ1:¥岩手(岩手)
マルグ秋田(平鹿)旦岩手 (上閉伊)
マルコバ叉はマルコッ パ 秋田(北秋田，山本，
鹿角)，青森(中津軽，上北)，岩手(岩手)
マJL.パ秋田(北秋田)， 青森(津軽)
(2) フキ (lセhsitesjα]ionica Miq.)のとうの方言
山形腕の内陸地方では，正しくフキのとうと呼ぶか，多少~I~ってフギノド叉はホギ ノ ドと鼻濁音にな
ったものが圧倒的に通用しているのに，庄内地方では専らパンケと云う方言で呼ばれている.
とのパンケ と云う方言は新潟鯨岩船郡から荘内地芳を通り，秋田懸から青森燃まで蹟く分布している
のに，荘内地方から一歩内陸に入ると全く通用せナ， 僅に秋田!需に接する最上郡の一部にパツケが残っ
ているに過ぎないととは分布上注目に償ずる.
パンケは恐らくアイヌ語からきたもので，アイヌ語でバンケは下，ペンケは上を意味するととから，
バンケは零の下の子供と云う意味だとの設をなす人もあるが，少し飛躍しす宮ている様K思う.殊に日
本海に浮ぶ新潟!慌の栗島では対岸の岩船郡と異り， 反対語のベンケと呼んで居る事実は，一層もその解釈
を困難にする.荘内地方では，櫛を入れやにちぢれた乱れ長のままの女の子の頭，~とパンケ顕と云うが，
とのととから，パンケは蛮毛即ち蛮人の毛，紅毛人のちち、れ毛と云う意味だと云う人があるが，とれも
そう簡翠に承服できる設ではない.
何れにしてもこの方言の分布と， 過去のアイヌ人の分布とは相関関係、がるり p アイヌ語に組源を有す
今42 山形農林学会報第 l号
るととは間;主あるまい.
筆者の手許にある資料によれば，山形臓に於けるブキのとうの方言の分布は女の通りである.
パンケ 飽海 (吹鴻，日向，藤岡，本楯，必嶺フギノジョー北村山 (富本，大高根)
西荒瀬，中卒閏，東平岡)， 酒田， 東田JII (余目， フギノド最上(萩野，角川，八向，舟形，東
長活，藤島，波前， 大和，贋野，東栄，八栄呈， 小国，西小国)，新庄，北村山(尾花沢， 宮沢，亀
押切，新沼， 蹟瀬，泉，栄，狩川，山添， 黒JI1)， 井閏，玉野， 大石田，西郷，大高根，小田島，楯
鶴岡，西田川(大山，上郷，東郷，加茂，大泉， 岡， ・東郷，来線，冨*，大久保，戸沢，長瀞，高
西郷，田川，念、T朱ケ関) 崎，山口，大宮)，西村山(白岩，高松，大谷，谷地)，
パッケ 最と (員室川，及位) 南村山(上ノ山)，東置賜(和田)， 南置賜(万世)
他府燃のプキのとうに関する方言を整理すると次の様になる.
ウキノトー静岡』賀茂) フキノジジイ 静岡 (田方)
オメッ トー 静岡(志太)
コゾー静岡 (田方)
卜ー ガ 静岡(駿東)
パッカエダツ 青森 (中津軽)
パッキャ 秋田(北秋田)
パッケ秋田(南秋田，北秋田，山本)， 青森 (南
津軽3 下北)
パンキャ 秋田(南秋田)， 青森(津軽)
パンケ秋田(由利)，青森(上北，三戸)
フキダマ静岡(磐田) 令
フキノオボ 静岡(駿東)
フキノコ 静岡(駿東)
フキノコンボー 静岡(ヲl佐)
フキノトー正しくとの名で呼ぶのが全図的に 駒
普通で、ある.
フキノボ『 静岡(駿東)
フキポーズ静岡(賀茂)
フキパナ静岡(志太)
フキメ静岡(小笠，引佐)
フキントー幅島 (田村)，静岡(鯨下各地)
フキンパ幅島(田村)
フキンポー静岡相l佐)
ベンケ 新潟(岩船郡栗島)
ポーズ 静岡(志太)
ボコ静岡 (志太)
ホーキント一新潟(刈羽)
此処に一つ附記する必要があるのは，方言調査の際に徐程注意しないと，日常使用する方言と遣った
ものをつかまされると とである.土地の言葉を解する互に顔見知りの者が語る時はよいが，改まって調
査などと云うと，日常とは異った発菅をするととがある.その一例として，パンケがパンカイとなる場
合を挙げて置く .ζの例は荘内地方では屡k遭遇するが，青森腕上北郡でも同犠の笑例を確認してt除快
に思った.との変化は五十音の同一行を横滑りするもので，他の一例としてはウシノケツベ(牛の事丸)
をウシノカイバイと呼ぶ変化を挙げるととが出来る.との場合もパンケと同様にケが同じカ行のカ とな
り， べがパ行を横滑り してパlて変りそれにイが添加されたものである.更にも う一つの例を迫加するな
らば，グイヨー(太陽)が時にタイユーと発音されることがある.
(3) スギナ (EqltiS白tl11na1"usllSe L.)の方言
スギナの方言を取扱う場合には，その生殖器官であるツ クシ(土筆) と，栄養体だけの獄義のスギナ
(杉菜)とを区別する必要がある.
まづ土筆を対象とした方言としては， ツクヅクシ，ツクベ，ツ クボ，ツクシ，ベツベノ、コ，ヅポポ，
ヅキンボー，グツツベ，デックベ，ヂツコ ベ，ヅツクピ， ヅツコ ベ，ヅツコ ンペ，ヅツコンボ， ジジク
場膨
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ボ等があり，杉菜を対象としたものには，ウマノソーメン， ソーメングサ， ソーメンコ，ツギンクサ，
ツギクサ，ツナギグサ，ツミツミ，スギグサ，スギナ，スギナグサ，スギ、ナツコトスギネ夕、、サ，ホタル
グサ，ホグルソーp シヨ{ユクサ，テンクサ等がある，
杉菜を対象とした方言の語源は比較的に簡単で， 全体の感じに起因するスギナ，スギナグサの類は設
明を要レ忽¥n.ツギクサ，ツナギグ-JT，ツ ミツミの類は，茎を節の所で一応切り外してから再び差込ん
で原形に艮し，何処で継いだかを対手にあてさせる子供の遊びから起った方言で，同様の遊びに用いら
れるアスナロにもツミツミとかツベツベとかの方言がある.、ソーメングサの類は全体の形からきたもの
で，合点がゆく方言である.ホタル夕、、サは壁龍の中に入れる草と云う意で，荘内地方でホグルグサの方
言で呼lまれるものはスギナば、かりでなく， プスパラガスやツユクサも合まれている.ショーユクサはス
ギナを石で叩きつぶして絞 りとった汁を手供が飯事遊びに醤油として使う震の局部的方言でo;T，テン
夕、サも子供がネギの中につめて突き出し，と 4ころてんと見立てて遊ぶととに起因するものでるる.
土筆を対象とするもので、は，ツク シ，ツクヅ クシ，ツクベ，ツクポは一連のものである.ペツベノコ
は男性の生殖器に似ているとと を意味する方言で，北村山郡の中部に通用するが，同様な起源のものに
秋田腕のネコノカモコやm高島廊のネコノチンポがある.チくはデツ コベ，ヅツコベの系統であるが{とれ
はどうも語源がはっきりしない.その分布は山形勝では荘内地方tL限られているが，秋問時には多数の
同系語(ヂクピ，デクベ，ヅクベ等)がある.
筆者の手許Kある調査表に よると，山形鯨のスギナの方言は次の通りである.
ウマノソデメン 西岡JlI(温海，踊栄) 酒田，東田川(山添，黄金，黒)11)，鶴岡，西国1
オトコックヅクジ 鶴岡 (大泉)，最上 l八向)，北村山(大石田，楯岡， 大宮)
オ卜コヅッコベ鶴岡
グッツベ飽海(上回， 本帽， 中平田)，酒田
ショ ーユクサ 最上(員室JlJ)
スギグサ北村山(玉野)
スギナ 最上(及位，舟形，東1、閏)，北村山(尾
花沢，亀井岡， 大高根，東姥/(，山口 P 高崎)，東置
賜(和国)
スギナグサ飽海 (内郷)
スギナンコ 東田川(山添)
スギネグザ飽海(高瀬)
ソーメングザ飽海(東平田)， 最上(萩野)
ソーメンコ 最上(萩野)
ヂヂタボ 東田JlI(横山)
ヂックベ飽海(本楯)
ち炉、ヅコベ東閏)1 (藤島，債野，大和，j¥栄里)，
西岡1(幅栄)
ツクジ 最上(西小屑)， 新庄，山形
ツクヅタシ飽海 (吹滞， 広瀬，遊佐，西荒瀬)，
ツタベ ¥飽?島 (観音寺，-~恥田沢， 上抱f，東
千田)，東聞)1. (余白，狩川， 清)1)，西田川(念.f'}.i
ケ関)
ツタボ東田JlI(長沼)，西岡JlI(袖 ~m )
ツギタザ叉はツギグサ 飽海(田沢)，酒田，東
岡)1 (栄)，西国J1 (大泉)，北村山 (宮沢，長瀞，
楯岡，東根， 富本，大久保， 東郷，戸沢，小田島，
大高根，大石田，大倉，亀井田，大富)， 西村山(白
岩，高松，大谷，谷地，本郷)，南村山(上ノ (1)，
南置賜(玉庭)
ツギンタサ 北村山(楯岡，東姥'I~， 大久保)
ヅキン;f.- 東田川(庚再現)
ヅッタビ 最上(大蔵)
ヅ¥yコベ 飽海(本楯，松嶺)，鶴岡， 東田JlI(藤
島，余白，泉，東栄，本郷)
ヅッコンベ東国JI(長沼)
ヅッコンボ東田川(横山)
ツナギングサ北村山 (11口，小田島)，西村山
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ヅポポ東田}/1 (蹟瀬)
ツミツミ 東田川(新堀)
テンクサ北村山(楯岡，宮沢)
ベッベノヨ 北村山(循岡，小田島，東根，長瀞)
ホタルグサ飽海(本楯，観音寺，南平岡，上
刻f，南遊佐}吹浦1，、酒田，東田1(藤島，横山，
狩川，清川，渡前，大和，新堀，泉，栄)，西田川(同
川，湯田川，山戸)，最上，大騒)，北村山(大久保)
ホタルソー !飽海(日向，南遊佐)
参考までに手許にある他府懸の方言資料を次に一括して掲げる.
イ宮内ノチンボ新潟(刈羽) ヅタジンボ一千葉(安房)‘
イノノチンボ長野(佐久) ヅクシンボー静岡(浜名)
ウマノザト 秋田(北秋田)， 青森(津軽)，岩手
(上閉伊)
オクンボ静岡(周智，磐岡)
カッチンボ静岡(富士)
カモグサ秋田(北秋田)
ガンノカ毛秋田(北秋田)
キツネノタバコ 新潟(西蒲原)
サトーグサ青森(東津軽)
クイナグサ岩手(上閉伊)，長野(北佐久)
シナグサ青森(上北)
スギコグザ秋問
スギナグサ秋田，長野(北佐久)
スゲナ青森(南津軽)
スゲナクサ秋田(由利)
スナグサ青森(東津軽，上北)
ヂク1::秋田
ヂクベ秋田
ツギツギオンボ静岡(榛原)
ツギナ長野(佐久)，岡山
ツクシ青森(南津軽).胞子体をツクシと!呼ぶ
のは全国的であるが，栄養体を含めてツクシと呼
ぶ所も可成に多い.
ヅタジ静岡(周智，磐田，浜名，引佐)
ツタヅクシ青森(津軽)
ヅクヅクボージ静岡(志太，磐田)
ツクックボージ幅島(田村)
ヅタベ秋田(仙北，由到)
ヅタボ 静岡(磐田)
ヅタボシ静岡(小笠)
ヅタンボ静岡(小笠，周智，磐田，引悶)
ヅクンベ秋田(平鹿，雄勝)
ツベノコ 秋田(仙北)
ツメキ長野(佐久)
ヅンヅクジ静岡(富士，静岡，安倍，引佐)
a ヅンヅクボージ静岡(榛原，小笠，磐田，浜
松，51佐)
卜ケイグサ長野(佐久)
ドコドコツイダ岡山
ネコノカ号コ 秋田(北秋岡)
ネコノチンポ幅島(会津)
ネコノベッベ宮城(牡鹿)
ポーズグザ新潟(新津)
ボンボングサ新潟(刈羽)
マツバグサ熊本(人吉)
'司王ツクサ背森(上北)
ヤネヤノチョンポ新潟(刈澗)
絡にとの調査に多数の資料を寄せられた山形廓内各地の学校の先生方並に山学大学の学生諸君，池上
，義信，岩野俊逸(新潟)，小林勝(繭島)，浅野貞夫(千蔑)其他の諸氏K厚く感謝の意を表する・
参考 文献
1)三矢富松:庭内諾及認釈 (1930)
2)佐藤邦雄:佐久の植物方言 (1950)
3) 佐藤正己:山形燃荘内地方の植助方言に就いて
{山形，孫立農等研究報告 3， 1-49， 1950) 
4)鷹集。農林植物同好会:秋田の植物方言(1930)
日}内四武志:静岡s努方言誌，動植物篤 (1936)
6)育森営林局:三陸植物誌(1935)
7)桂叉三郎.岡山動値物方言図譜，草類之部
(1932) 
